
■地域からの資金調達の状況・地域への資金供給の状況
　当ＪＡの資金は、組合員の皆様などからお預かりした「貯金」を源泉としており、資金を必要とされる組合員
の皆様方や地方公共団体などもご利用いただいています。

■地域に根差した役割
●ふれあいに関する事項
　地域に根差した協同組合の役割を発揮するため、全支店
で地域の特性を生かした支店協同活動に取り組み、特に
「食」と「農」を基軸とした「あぐりん活動」の展開により、
組合員や地域住民への食と農に関する理解促進を図りまし
た。また、支店ふれあい委員会などが協同活動へ参画し、
地域に必要とされる支店づくりに取り組んでいます。
　さらに女性部、コミュニティ紙読者を対象としたアン
ケートを行い、収集した意見・要望を検討し、ＪＡ運営に反
映しています。

●連携に関する事項
　地域の若手農家の活動と地元農産物をＰＲすることを目
的に、旧八百津支店の購買店舗を貸し出し、「八月だけの八
百津の八百屋」の開店を支援しました。有機栽培に取り組
む７軒の農家が自慢の農産物を販売するとともに、野菜の
特徴を丁寧に伝えました。また、中部学院大学と締結して
いる包括連携協定に基づき、「高齢者の体力向上プログラ
ムの開発と啓発」をテーマに介護事業所との連携を毎年
行っています。

■文化的・社会的貢献に関する事項
●女性部活動
　管内５地域に女性部を組織し、趣味や健康等にか
かる生活文化活動を行っています。また、ＪＡめぐみ
の女性連絡協議会では「食」を統一テーマに掲げて活
動を展開しているほか、食農リーダーによる次世代
に向けた食農教育活動やボランティア活動による地
域支援にも取り組んでいます。

●スポーツ活動
　次世代を担う子どもたちの健全な精神と肉体を養い、
日頃の練習成果発揮を目的に、「ＪＡめぐみのカップ中
濃地区少年サッカー大会（全域）」「ＪＡめぐみの旗争奪
学童軟式野球大会（みのかも地域）」ならびに「ＪＡめ
ぐみの杯可茂支部小学生バレーボール親善大会（みの
かも、可児地域）」を開催しています。
　また、シニア世代に向けてはゲートボールやグラウ
ンドゴルフ大会を開催しているほか、軽スポーツ大会
を各地で開催しています。

■利用者ネットワーク化への取り組み
●准組合員親子農業体験
　地域の子どもたちに、食べ物や農業の大切さを伝え
る体験型の「食農教育活動」に取り組んでおり、若年層
を対象とした親子農業体験を開催しました。体験は支
店職員アテンドのもと、生産者との交流やサツマイモ
に関する学び、収穫体験を行い、農業への理解を深め
ました。

【地域からの資金調達状況（貯金・積金残高）】 【地域への資金供給状況（貸出金残高）】
（単位：百万円） （単位：百万円）

合計
637,281

組合員等
523,480

その他
113,801

合計
148,679

組合員
139,616

地方公共団体等 6,197 その他 2,864
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リスク管理基本方針等
　組合員・利用者の皆さまに安心してＪＡをご利用いただくためには、より健全性の高い経営を確保し、信
頼性を高めていくことが重要です。
　このため、有効な内部管理態勢を構築し、直面する様々なリスクに適切に対応すべく「リスク管理基本方針」
を策定し、認識すべきリスクの種類や管理体制と仕組みなど、リスク管理の基本的な体系を整備しています。
　この基本方針に基づき、収益とリスクの適切な管理、適切な自己査定の実施などを通じてリスク管理体制
の充実・強化に努めています。
　また、昨今の国際情勢をふまえ、マネー・ローンダリングおよびテロ資金供与等の金融サービスの濫用防
止対策（マネロン等対策）の重要性はこれまでになく高まっています。当ＪＡではマネロン等対策を重要課題
の１つとして位置付け、リスクに応じた対応を適切に講じています。

流動性リスク管理方針
　流動性リスクとは、運用と調達の期間のミスマッチや予期せぬ資金の流出により、必要な資金の確保が困
難になる、又は通常よりも著しく高い金利での資金調達を余儀なくされることにより損失を被るリスク（資金
繰りリスク）及び市場の混乱等により市場において取引ができなかったり、通常よりも著しく不利な価格での
取引を余儀なくされることにより損失を被るリスク（市場流動性リスク）のことです。
　当ＪＡでは、資金繰りリスクについては、運用・調達について月次の資金計画を作成し、安定的な流動性
の確保に努めています。また、市場流動性リスクについては、投資判断を行う上での重要な要素と位置づけ、
商品ごとに異なる流動性（換金性）を把握したうえで、運用方針などの策定の際に検討を行っています。

信用リスク管理方針
　信用リスクとは、信用供与先の財務状況の悪化等により、資産（オフ・バランスを含む）の価値が減少ないし
消失し、金融機関が損失を被るリスクのことです。
　当ＪＡでは、個別の重要案件又は大口案件については理事会において対応方針を決定しています。
　また、通常の貸出取引については、本店に総務部融資審査課を設置し各支店と連携を図りながら、与信審査
を行っています。審査にあたっては、取引先のキャッシュ・フローなどにより償還能力の評価を行うとともに、
担保評価基準など厳格な審査基準を設けて、与信判定を行っています。貸出取引において資産の健全性の維
持・向上を図るため、資産の自己査定を厳正に行っています。不良債権については、金融共済業務部債権管
理課が管理･回収方針を作成・実践し、資産の健全化に取り組んでいます。また、資産の自己査定の結果、貸
倒引当金については「資産の償却・引当基準」に基づき必要額を計上し、資産及び財務の健全化に努めてい
ます。

市場リスク管理方針
　市場リスクとは、金利、為替、株式等の様々な市場のリスク要因の変動により、資産・負債の価値が変動し
損失を被るリスク、資産・負債から生み出される収益が変動し損失を被るリスクのことです。
　当ＪＡでは、金利リスク、価格変動リスク等の市場性リスクを的確にコントロールすることにより、収益化及
び財務の安定化を図っています。とりわけ、有価証券運用については、市場動向や経済見通し等を考慮し、理
事会において運用方針を定めるとともに、経営層で構成するＡＬＭ委員会を定期的に開催して、日常的な情
報交換及び意思決定を行っています。市場部門は、理事会で決定した運用方針及びＡＬＭ委員会で決定され
た方針などに基づき、有価証券の売買やリスクヘッジを行っています。
　また、組織面では、金融共済業務部資金運用課において市場部門、金融共済業務部金融業務課において事
務管理部門、経営企画室リスク管理においてリスク管理部門を設置し、それぞれ相互けん制機能が働くように
役割を明確化しています。

リスク管理の体制等

●各種相談会の実施
　皆様のご要望にお応えする形で、社会保険労務士による年金
相談会や住宅ローン休日相談会、税務相談会および法律相談会
を開催して、暮らしに役立つお手伝いを実施しています。 また、
資産相談センターでは、相続セミナーを開催するなど相談機能
の強化に努めています。

■生活のメインバンクに向けた取り組み
　キャッシュカードとクレジットカードが一体となった『ＪＡカード〈一体型〉』と、インターネットにアクセス
するだけで、振込や税金・公共料金払込等様々な取引ができるインターネットバンキング『ＪＡネットバンク』
の普及に取り組み、皆様の利便性向上に努めています。
　なお、ATMキャッシュサービス一覧及び商品・サービス一覧は主な事業の内容（P32 ～ 38）をご覧ください。

●年金友の会
　当ＪＡで年金をお受取りいただいてい
る皆様方の親睦と健康づくりに役立てる
よう各地域でグラウンドゴルフ大会やシ
ニアゴルフ大会、ゲートボール大会を開
催しています。令和７年６月末の会員数
は41,949名となっています。

■情報提供活動
●情報誌の発行
　情報誌「めぐみの」を毎月、約46,500部発行
し、農業にかかる動きや農家の活動、 当ＪＡか
らのお知らせ、 地域のニュースなど様々な情報
提供を行っており、 ホームページにバックナン
バーも掲載しています。また、地域住民向けの
コミュニティ紙「めぐみのパーク」を年１回発
行（約83,000部）しています。

●ホームページの公開
　当ＪＡからの情報発信手段としてホームページを開設し、各種お知らせやイベント・キャンペーン情報、農産
物情報などの提供を行っています。

●SNS 活用による情報発信
　「ＬＩＮＥ公式アカウント」による情報発信を行っています。
　総合事業を展開する当ＪＡを幅広い世代にＰＲすることを目的にイベント情報を中心に配信を行い、フォロ
ワー数は令和7年6月末時点で約13,300人となっております。
　また、YouTube公式チャンネルを開設し、動画による情報発信にも取り組んでいます。

リスク管理の状況
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